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ChaoticBehaviourorDeterministicOrbits

京 大 ･理 富 田 和 久

阪市大 ･理 甲 斐 透

Extemalperiodicmodulationoranonlinearoscillatormayleadtoachaotic output

behaviour.Thisphenomenonisattributedtotheexistenceorastrangeattractor,which

embodiesessentiallyafoldingmotionasismetinBernoullishiftorthebaker'stransfor･

nation.

力学系の解軌道の物理的振舞としては,中立安定,漸近安定,不安定等の様相が可能

であり,特定の様相がどのような条件下で出現するかを知ることは興味深い｡この問題

について,微分方鐘式系の場合は未知の部分が多いが,差分方程式の湯合には若干の事

情が知れているのでミ)-7)連癌系の振舞でも不連続表示 (例.p｡inca,imap)を行 うこと

は有意義と思われる㌘我々は2自由度系(Br｡ssel模型 )の強制振動を扱かい9)興味ある

結果をえたので報告する.即ち,与の分数調波引込みの起る周波数領域で外力 acosut

の振巾 aを増 していくと,2n(nは整数 )であらわされる調和的分岐が順次に無限個あ
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CriticalSolutionofaDeterministicEquation

図 2

らわれた上で,chaoticbehaviour

を示す領域 xがあらわれるO (cf.

図 1)

この領域での振舞を"stroboscopic

表示''すれば (図 2), 写 像 関数

F(Ⅹ)は極めて簡単な形であ り(図

3),chaoticbehaviour酎司期点
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F(x)≡T4(a=)

I:i

♂

十｣

のつ くる窓構造の中間にある壁の部

分に対応 し(図 4),無限に折 りた 巨 二

たまれた strangeattractorから発
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生 していることがわかる(図 2)0

F 'tA,(工A)
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乱流-の転移に対する簡単なモデルと

定常乱流状態の統計的性質

九大 ･理 藤 坂 博 一

最近,色々な系で流体乱流とよく似た性質が観測されており,流体乱流は自然界に普

遍的に存在する巨視的状態としての乱流の一つの例であるという見方になりつつある｡

ここ一年半程,山田氏(九大工 )と乱流の発生と統計的な性質について調べているので報

告する｡

N個の同等なlimit-cycleoscillatorの系を考え,運動は次式に従って行なわれていると

N

&,-(1.ico)wj-(1.ic2)Jwjl2wj+(em )(1'icl)LEI(wL-Wj) (1)

wJは j番 目の振動子の変数であり,eは振動子の相互作用の強さを表わすo(1)は v ≡

1十cIC2として y>0のときは引き込み解 W1- eXp(iflnt),fin -C｡-C2しか解とし

て持たないO リ< 0のとき系は eに依存 して多様な運動が実現されるO 我々は り<0の

ときN-2,3にっいて eを外部変数 として数値的に(1)を解き,poweトSpeCtrum analysis

を行った｡
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